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In order to clarify the answer of question that say what is "Architecture" of the natural environment and 
human, was selected the "way of the National memorial" as a design theme. Originally what has been called the 
"architecture" is to appear effectively in places like symbolizes to die than a human live, where such temples and 
temples is considered to have been regarded as "Architecture". To mourn the war dead in the Asia & Pacific 
theatre of World War Ⅱ"Architecture" what about. And at the same time as the memorial site to it, where you 
tell the dead our thoughts that can not speak, we are and wonder the place to not forget this fact, should not be 
made as a "Architecture" as can be routinely utilized to me Possible, "memory inheritance of place" to tell the 
facts, we plan proposal of "prayer of place" that swear the peace. The significance of this study is to reconsider 
the meaning inherently possessed by the "Architecture" again, it is possible to replace the currently problematic 
"The National Memorial Conception", is to show the significance of the "Architecture". 
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１．	 はじめに 
かつてアドルフ・ロースは、建築は墓碑と記念碑のみ
であると言った。本来「建築」と呼ばれてきたものは、
人間が生きることよりも死ぬことを象徴するような場所
に有効に現れ、神殿や寺院といった場所を「建築」と捉
えられてきたと考える。太平洋戦争における戦没者を追
悼する「建築」はどうだろうか。語る事のできない死者
たちの思いを伝える場所、そして戦争という歴史の記憶
を風化させない為に、記憶を喚起させる「建築」を計画
した。「建築」のもつ意味をもう一度再考し、現在問題
視されている「国立追悼施設構想」に置き換えることで、
「建築」の存在意義を示すことにある。	 
 
２．	 国立追悼施設構想 
2005 年 11 月 9 日、靖国神社問題の解決策として、新し
い「国立追悼施設」の在り方を検討することを目的に、
「国立追悼施設を考える会」は発足された。形式としては
特定の宗教によらない全国戦没者追悼式の常設版として、
施設としては千鳥ケ淵戦没者墓苑の拡充案なども議論さ
れている。しかし、「無宗教の国立追悼施設」は、戦死
者の霊魂を慰める鎮魂施設になり得るか。「霊魂を慰め
る行為」を伴わない「追悼行為」（死者の生前をしのん
で、悲しみにひたる行為）というのであれば、その対象
は、一体、何になるのか。日本人に必要な追悼の場所と
は何か、そして追悼する意味がある施設であるのか、行
為や建築そのものの意味も問いただされる。	 
 
３．	 靖国神社と千鳥ヶ淵戦没者墓苑	 
構想の背景には、「靖国神社」と「千鳥ヶ淵戦没者墓
苑」という２つの施設が関係する。前者は、宗教法人と
して存在し、明治以降の日本の戦争・内戦において政府・
朝廷側で戦没した軍人らを祀る神社である。一方、後者
は無宗教の国立追悼施設として、昭和３４年に建設され
たいわば無名戦没者の墓である。太平洋戦争において海
外で亡くなられた身元不明の戦没者の遺骨が納骨されて
いる。 
 
４．	 事例研究 
（１）	 一本の軸線 
丹下健三設計の広島平和記念公園は、幅員 100m の平和
大通りと直交して、原爆ドームに向かう景観軸を定めて
いる。その軸線上に慰霊碑、後方にゲートとしての資料
館を計画している。慰霊碑へ向かうアプローチを長くし、
緊張感を高める「丹下健三の軸線」は、景観計画に大き
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な影響をもたらした。慰霊碑といういわゆる「聖」であ
るものに対してまっすぐに向かう体験は、神社の鳥居を
くぐって境内に向かう参道を歩いているときと同じであ
る。現代に残る慰霊碑や塔に向かうための一本の軸線は、
場の記念碑性を生み出し、文化的な象徴の場所として強
く表れている。	 
	 
図１．広島平和記念公園	 
	 
（２）	 モニュメント 
東寺や薬師寺といった寺社仏閣にある塔、欧米にある
神殿などの近くに建つオベリスク、といったように、記
念性の高い建築物には、周囲からは突出して高いものが
多い。慰霊碑はどうだろうか。高くそびえ立つもの、低
く見通しがきくもの、空間をもつもの、様々な形態があ
るが、ほぼ全ての慰霊碑・記念碑に共通していえるのは
「永久性」を願って、強固なモニュメントとしてそこに鎮
座する。フロイトによると、「死」の一つの形態に、不
満を常にかかえこんだ動物である人間が、その抑圧を排
除することを本能的に強迫によって繰り返していること
が考えられている。その過程に歴史的な時間がうまれて、
この強迫反復が究極的に到達するのは、時間の停止状態
である＝すなわち「死」である。それを視覚的な世界に
とりだすと、モニュメント願望となって現れ、絶対的な
性格として、不動性・不変性を要求する。つまり、歴史
的時間の経過にさからって、停止状態を永遠につづける
ことである。モニュメントとして現れた慰霊碑は、ロー
スのいうところの「建築」に属し、永久に平和でありつ
づけることを願うために永遠に停止したモニュメントを
作るのであろう。	 
  	 
図２．慰霊碑	 
 
５．	 軸線の解体	 
私は、国立追悼施設の在り方について考えていく中で、
靖国神社と千鳥ヶ淵戦没者墓苑のある関係性に気付いた。
それは、納骨堂のある「六角堂」の向けられた方角の先
には、靖国神社があるという事実である。“靖国神社”
とは違う性格をもち「無宗教の国立追悼施設」として建
設された千鳥ヶ淵戦没者墓苑に眠る死者たちの眼差しは、
宗教施設・靖国神社に向かっている。よって敷地は、北
の丸公園の一部の森、現在の千鳥ヶ淵戦没者墓苑の敷地
を利用して、眼差しの軸線を解体するように、記憶継承
の場／祈りの場の計画を提案する。 
  
図３．千鳥ヶ淵戦没者墓苑から靖国神社への軸線	 
  
図４．軸線の解体	 
	 
６．	 計画概要	 –敷地̶ 
（１）	 北の丸公園 
かつて、明治維新後から終戦までの間、大日本帝国軍
の一部である近衛師団兵営地となっていた。そして、昭
和 30 年代後半に旧近衛連隊等の多くの建物を撤去し、
1964 年の東京オリンピック開催にともない整備され、森
林公園に変貌を遂げた。様々な樹木が茂る樹林や芝生広
場、池や濠などの水辺の緑地や、遠くまで見渡せる眺望
のある芝生広場がある。植物だけでなく、野鳥や昆虫、
魚類、は虫類などの生息を可能にしており、四季折々に
観察できる公園となっている。 
（２）	 サクラは生と死のメタファー 
サクラは「生」と「死」のメタファーでもある。春に
咲くサクラは、大地の命のよみがえり、生のシンボルと
されてきた。柳田国男は『信州随筆』（1936）において、
昔は「枝垂れ桜」は民家や道に植えられることがなく、
死者をまつる場所に植えられていたと述べている。神霊
も人間の霊魂や死者の魂も、柳やしだれ桜のような、地
に垂れる木を伝って天空から、降りてくると考えたので
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はないかと、柳田国男は解釈している。黄泉の国からや
ってきた死者の霊は、枝垂れた枝に宿り、生きている人々
との交流を行ったのだろう。そんな、千鳥ヶ淵には多く
のサクラが存在する。千鳥ヶ淵のサクラ景観は、周囲の
歩道からの眺望を歩きながら眺める、移り変わる動的な
景観が主体となっている。 千鳥ヶ淵周辺の歩道は、屈曲
と起伏に富んでおり、鑑賞の対象となるサクラが、次々
に移り変わるという変化を楽しむことができる。ここは、
死者と生者が共存し合う場所ではないかと考えた。 
 
７．	 計画概要 ̶設計計画- 
（１）	 手がかり	 ̶日本人の死生観̶ 
日本人には、日本特有の「無常観」がある。仏教的無
常観はこの国に生まれた日本人がもつ特有の美意識であ
る。「永遠なるもの」を追求し、そこに美を感じ取る西
洋人と、移ろいゆくものにこそ美を感じる傾向をもつ日
本人。そこに常なき様、すなわち無常を感じるから良い
という「無常」「無常観」は、中世以来長い間培ってき
た日本人の美意識の特徴の一つと言っていいだろう。な
らば、死生観も「無常」であるだろう。季節がはっきり
と移ろう日本という自然環境が無常観につながる感覚を
生んだのかもしれない。「永遠」は無く常に移り変わる
ものとして考えられてきたはずなのに、「永遠」を求め
たモニュメントが日本では慰霊碑として設計されてきた。
今一度、日本人としての死生観を再考し、慰霊の場を設
計する。 
（２）	 手がかり	 ̶自然信仰と風習̶ 
木や石、山、水、花、橋など、自然崇拝されてきたも
のや古くから行われている風習を、要素として抽出して
設計に取り入れた。 
（３）	 構成 
	 強固な軸線を混乱させるような、「道」を千鳥ヶ淵戦
没者墓苑と北の丸公園を回遊させるような形で引く。道
は、さまざまな要素により形成され、植生や地形、橋や
谷といった、形成された道はゆるやかに繋がり、自然と
島を一周し、やがて千鳥ヶ淵戦没者墓苑へと導かれる。 
 
８．	 おわりに 
	 ２０１５年には終戦から７０年をむかえる。戦争とい
う歴史の記憶を風化させないために、単なるモニュメン
トではなく、古来から崇拝される自然、そして人々の記
憶を喚起させるための「建築」をつくるべきである。事
実を知り、永久に伝えていく「記憶継承の場」、そして
平和を願い、戦没者に思いを馳せる「祈りの場」を、建
築と同時に自然も設計していくことで、私たちの日常に
溶け込み、歴史の記憶は強固なものになるだろう。	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